
微生物による底質改善

平 成 ２ ８ 年 ９ 月

【和白海岸・能古島・室見川調査】

　報　告　書 （１ ２ カ 月 経 過）



１　実施箇所
 

・和白海岸　・・・・・　福岡市東区和白４丁目地先

・能古島   　・・・・・　能古島支所より西側約１５０ｍ

・室見川   　・・・・・　河口東部（都市高速下付近）

２　実験方法

　３区域ともバイオ製剤施用区及び対照区に木杭を１本ずつ打ち込み（能古島はブイ）、施用区

にはバイオ製剤を木杭中心に５個設置する。（バイオ製剤商品名：スラッジアウト）

［実験開始日］ 和白海岸　・・・・・　平成２７年９月１０日

能古島 　　・・・・・　平成２７年９月１１日

室見川　 　・・・・・　平成２７年９月１２日

３　調査項目

・硫化水素（底泥間隙水）　　・ｐＨ　　・ＯＲＰ（酸化還元電位）　　・土色（標準土色帖）
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４　調査結果

1.5

89日目
0.1

　施用区 　対照区

試験前
2.0
2.0

33日目
0.4

３７２日目
施用区
対照区

0.1
2.0

-100

-200

-300

4.0

3.0

2.0

1.0

300

200

100

0

Ｏ
Ｒ

Ｐ
（ｍ

ｖ
）

284日目

2

試験前 33日目 89日目 179日目
+146
+136 -33

+82-60
-47



　ヘドロ（有機物）が

　分解され、地盤が

　３．５ｃｍ下がった。

　対照区は変化なし。

　ヘドロ減少により、

　巻貝が生息しやす

　い環境になり、ア

　オサを食べている。

【施用区】

　ヘドロ内の有機物

　が分解され、砂が

　現れている。

　臭気なし。

【対照区】

　土色変化なし。

　硫化臭あり。

スラッジアウト設置状況 １か月後（施用区）

６カ月後（施用区）：アサリ確認 ９か月後（施用区）
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試験区（Ｈ２７年９月１１日） スラッジアウト設置状況
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施用区ではヘドロ（有機物）が減少し漁場が歩きやすくなり、

底泥の悪臭が減った。また、海底にエイの跡が見られるよう

なった。これは試験前には確認できなかったエイのエサとな

なるアサリや底生生物が生息しやすくなったと考えられる。

１か月後（施用区）
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３か月後 １２か月後

［土色］

試験開始前

［施用区］

［対照区］

３か月後（施用区）
海底の泥色が

５～６年ぶりに

白くなり、稚貝

が多く確認され

た。

「漁師さん談話」

９か月後（両区）
両区ともアオサ

の堆積により、

ＯＲＰ値が下が

ったが施用区

では硫化水素

の発生は殆ど

なかった。



●

● ●

●

●

● ● ● ● ●

9/12 10/13 12/8 3/7 6/20 9/16

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●●

●

9/12 10/13 12/8 3/7 6/20 9/16

●

●

-27
3１日目 8７日目 17７日目

6

試験区（Ｈ２７年９月１２日） スラッジアウト設置状況
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施用区に於いては、実験前に

確認されなかった稚貝が多く

確認された。その中には右写

真のように生息環境が良くな

り、成長に伴う貝殻の色が黒

色から白色に変化したアサリ

が多く見られた。

試験前には殆ど同じだったヘ

ドロが施用区においては、有

機物が分解されて砂質化。

対照区は変化なし。

施用区では殆ど臭気は感じら

れなかったが、対照区では凄

い硫化臭あり。

　３区域とも施用区では底泥を還元層から酸化層に変化させ、硫化水素の発生を抑制する効果が確認できた。

この効果は本微生物製剤に含まれる酵母菌と乳酸菌がヘドロを形成している有機物を分解して、ヘドロの骨格

構造を破壊し、また、光合成細菌（紅色硫黄細菌）が酵母菌より排出される二酸化炭素を利用し、硫化水素を

無毒化したものと考えられる。

　その結果、有機物分解能力の高い好気性微生物や底生生物が生息しやすい環境になり、それらの生物が

活動することでなお一層の酸化層が形成され、効果が持続されていると考えられる。

　今後も継続的に効果の確認を続けながらさらに改良を行い、より良い成果を出していく必要がある。

　【考　察】

１２か月後

［施用区］ ［対照区］

３か月後（施用区）
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　【ヘドロ分解メカニズム】

　【ヘドロ分解後】

ヘドロをつなぎとめている有機

物が無くなると、ヘドロは砂粒

としてその場に沈殿したり流さ

れたりして消滅します。

底泥に酸素が増えることで有

機物分解の主役は好気性の

高い微生物になります。

そしてさらにゴカイやカニ類な

どの生物も有機物分解に加わ

り、良好な生態系が維持でき

す。
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